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※記載にあたっての留意事項※

1．生徒の在留資格等について

2．確認事項

申告書に記載の内容は、事実に相違ありません。

申告書に虚偽の記載をして提出し、授業料軽減助成金等を支給させた場合、交付決定の全部または一部が取り消されることを承知しています。

保護者等の氏名 姓 東京 名 花子

生徒の氏名 姓 東京 名 太郎

ふりがな とうきょう はなこ

（次の事項を確認の上、□にレ点を付けてください。）

（以下の空欄に生徒及びその保護者等を記入してください。なお、保護者等には、申請者となる保護者を記載してください。）

ふりがな とうきょう たろう

所在地
（都道府県）

都・道
府・県

卒業していない　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

④日本国の中学校(※)
の卒業の有無等

※中学校は【日本の中学
校、義務教育学校の後期
課程、中等教育学校の前
期課程又は特別支援学校
の中学部】をいいます。

卒業した　　　　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

中学校の卒業証書の写し等（※）を提出します。
（※）卒業証書の写し又は学校が発行する卒業証明のいずれか

中学校名

所在地
（都道府県）

都・道
府・県

卒業していない　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者(   )名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

※以下は「②日本国で就労して定着する意思の有無」で「はい（あり）」を選択した場合に、該当する□にレ点を付けてくだ
さい。

③日本国の小学校(※)
の卒業の有無等

※小学校は【日本の小学
校、義務教育学校の前期
課程又は特別支援学校の
小学部】をいいます。

卒業した　　　　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

小学校の卒業証書の写し等（※）を提出します。
（※）卒業証書の写し又は学校が発行する卒業証明のいずれか

小学校名

Ｂ 家族滞在

①在留期間
（満了日）

（西暦）　　　　　　2026年　　　　12月　　　　31日

②日本国で就労して定
着する意思の有無

はい（あり）　　→　③及び④について記入してください。

いいえ（なし）　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

はい（あり）

いいえ（なし）　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者(   )名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

永住・就労継続意思等に関する申告書

○　本様式は、生徒の在留資格が【定住者・家族滞在】のいずれかの場合に、授業料軽減助成金の額の算定及び奨学給付金の給付要件の確認のため、当
該者の永住・就労継続意思等を申告いただくものとなります。生徒が日本国籍を有している場合や、生徒の在留資格が【特別永住者・永住者・日本人の
配偶者等・永住者の配偶者等・その他】の場合には、本様式の作成・提出は不要となります。

（次の該当する□にレ点を付けてください。）

生徒本人の在留資格等について、以下のとおり申告します。

Ａ 定住者

①在留期間
（満了日）

（西暦）　　　　　　2026年　　　　12月　　　　31日

②日本国に永住する意
思の有無

定住者の場合、こちらは記載不要です。

①記入例

（定住者・意思あり）
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※記載にあたっての留意事項※

1．生徒の在留資格等について

2．確認事項

申告書に記載の内容は、事実に相違ありません。

申告書に虚偽の記載をして提出し、授業料軽減助成金等を支給させた場合、交付決定の全部または一部が取り消されることを承知しています。

保護者等の氏名 姓 東京 名 花子

生徒の氏名 姓 東京 名 太郎

ふりがな とうきょう はなこ

（次の事項を確認の上、□にレ点を付けてください。）

（以下の空欄に生徒及びその保護者等を記入してください。なお、保護者等には、申請者となる保護者を記載してください。）

ふりがな とうきょう たろう

所在地
（都道府県）

都・道
府・県

卒業していない　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

④日本国の中学校(※)
の卒業の有無等

※中学校は【日本の中学
校、義務教育学校の後期
課程、中等教育学校の前
期課程又は特別支援学校
の中学部】をいいます。

卒業した　　　　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

中学校の卒業証書の写し等（※）を提出します。
（※）卒業証書の写し又は学校が発行する卒業証明のいずれか

中学校名

所在地
（都道府県）

都・道
府・県

卒業していない　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者(   )名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

※以下は「②日本国で就労して定着する意思の有無」で「はい（あり）」を選択した場合に、該当する□にレ点を付けてくだ
さい。

③日本国の小学校(※)
の卒業の有無等

※小学校は【日本の小学
校、義務教育学校の前期
課程又は特別支援学校の
小学部】をいいます。

卒業した　　　　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

小学校の卒業証書の写し等（※）を提出します。
（※）卒業証書の写し又は学校が発行する卒業証明のいずれか

小学校名

Ｂ 家族滞在

①在留期間
（満了日）

（西暦）　　　　　　2026年　　　　12月　　　　31日

②日本国で就労して定
着する意思の有無

はい（あり）　　→　③及び④について記入してください。

いいえ（なし）　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

はい（あり）

いいえ（なし）　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 1 )名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

○　本様式は、生徒の在留資格が【定住者・家族滞在】のいずれかの場合に、授業料軽減助成金の額の算定及び奨学給付金の給付要件の確認のため、当
該者の永住・就労継続意思等を申告いただくものとなります。生徒が日本国籍を有している場合や、生徒の在留資格が【特別永住者・永住者・日本人の
配偶者等・永住者の配偶者等・その他】の場合には、本様式の作成・提出は不要となります。

（次の該当する□にレ点を付けてください。）

生徒本人の在留資格等について、以下のとおり申告します。

Ａ 定住者

①在留期間
（満了日）

（西暦）　　　　　　2026年　　　　12月　　　　31日

②日本国に永住する意
思の有無

永住・就労継続意思等に関する申告書

②記入例

（定住者・意思なし）

定住者の場合、こちらは記載不要です。

記入例では、以下のような場合を想定し

ております。

（事例）親権者は２名いるが、うち１名が

令和８年１月１日時点で海外に居住して

おり、課税証明書を提出できない
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※記載にあたっての留意事項※

1．生徒の在留資格等について

2．確認事項

申告書に記載の内容は、事実に相違ありません。

申告書に虚偽の記載をして提出し、授業料軽減助成金等を支給させた場合、交付決定の全部または一部が取り消されることを承知しています。

保護者等の氏名 姓 東京 名 花子

生徒の氏名 姓 東京 名 太郎

ふりがな とうきょう はなこ

（次の事項を確認の上、□にレ点を付けてください。）

（以下の空欄に生徒及びその保護者等を記入してください。なお、保護者等には、申請者となる保護者を記載してください。）

ふりがな とうきょう たろう

所在地
（都道府県）

都・道
府・県

卒業していない　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 1 )名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

④日本国の中学校(※)
の卒業の有無等

※中学校は【日本の中学
校、義務教育学校の後期
課程、中等教育学校の前
期課程又は特別支援学校
の中学部】をいいます。

卒業した　　　　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

中学校の卒業証書の写し等（※）を提出します。
（※）卒業証書の写し又は学校が発行する卒業証明のいずれか

中学校名

新宿区都庁小学校

所在地
（都道府県）

東京
都・道
府・県

卒業していない　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者(   )名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

※以下は「②日本国で就労して定着する意思の有無」で「はい（あり）」を選択した場合に、該当する□にレ点を付けてくだ
さい。

③日本国の小学校(※)
の卒業の有無等

※小学校は【日本の小学
校、義務教育学校の前期
課程又は特別支援学校の
小学部】をいいます。

卒業した　　　　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

小学校の卒業証書の写し等（※）を提出します。
（※）卒業証書の写し又は学校が発行する卒業証明のいずれか

小学校名

Ｂ 家族滞在

①在留期間
（満了日）

（西暦）　　　　　　2026年　　　　12月　　　　31日

②日本国で就労して定
着する意思の有無

はい（あり）　　→　③及び④について記入してください。

いいえ（なし）　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

はい（あり）

いいえ（なし）　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

○　本様式は、生徒の在留資格が【定住者・家族滞在】のいずれかの場合に、授業料軽減助成金の額の算定及び奨学給付金の給付要件の確認のため、当
該者の永住・就労継続意思等を申告いただくものとなります。生徒が日本国籍を有している場合や、生徒の在留資格が【特別永住者・永住者・日本人の
配偶者等・永住者の配偶者等・その他】の場合には、本様式の作成・提出は不要となります。

（次の該当する□にレ点を付けてください。）

生徒本人の在留資格等について、以下のとおり申告します。

Ａ 定住者

①在留期間
（満了日）

（西暦）　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

②日本国に永住する意
思の有無

永住・就労継続意思等に関する申告書

家族滞在の場合、こちらは記載不要です。

③記入例

（家族滞在・意思あり）

○小学校及び中学校の両方を卒業して

いる場合

本申告書及び小学校・中学校それぞれ

の卒業証書の写し等のアップロードを

行ってください。

○小学校及び中学校のいずれかのみ卒

業している場合

本申告書及び所得等を証明する書類の

アップロードを行ってください。

「②日本国で就労する意思の有無」が

「はい（あり）」の場合は、

「③日本国の小学校の卒業の有無等」

「④日本国の中学校の卒業の有無等」

について、該当の箇所に必ずチェックす

るようにしてください。

記入例では、以下のような場合を想定し

ております。

（事例）親権者は２名いるが、うち１名が

令和８年１月１日時点で海外に居住して

おり、課税証明書を提出できない
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※記載にあたっての留意事項※

1．生徒の在留資格等について

2．確認事項

申告書に記載の内容は、事実に相違ありません。

申告書に虚偽の記載をして提出し、授業料軽減助成金等を支給させた場合、交付決定の全部または一部が取り消されることを承知しています。

保護者等の氏名 姓 東京 名 花子

生徒の氏名 姓 東京 名 太郎

ふりがな とうきょう はなこ

（次の事項を確認の上、□にレ点を付けてください。）

（以下の空欄に生徒及びその保護者等を記入してください。なお、保護者等には、申請者となる保護者を記載してください。）

ふりがな とうきょう たろう

所在地
（都道府県）

都・道
府・県

卒業していない　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

④日本国の中学校(※)
の卒業の有無等

※中学校は【日本の中学
校、義務教育学校の後期
課程、中等教育学校の前
期課程又は特別支援学校
の中学部】をいいます。

卒業した　　　　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

中学校の卒業証書の写し等（※）を提出します。
（※）卒業証書の写し又は学校が発行する卒業証明のいずれか

中学校名

所在地
（都道府県）

都・道
府・県

卒業していない　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 1 )名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

※以下は「②日本国で就労して定着する意思の有無」で「はい（あり）」を選択した場合に、該当する□にレ点を付けてくだ
さい。

③日本国の小学校(※)
の卒業の有無等

※小学校は【日本の小学
校、義務教育学校の前期
課程又は特別支援学校の
小学部】をいいます。

卒業した　　　　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

小学校の卒業証書の写し等（※）を提出します。
（※）卒業証書の写し又は学校が発行する卒業証明のいずれか

小学校名

Ｂ 家族滞在

①在留期間
（満了日）

（西暦）　　　　　　2026年　　　　12月　　　　31日

②日本国で就労して定
着する意思の有無

はい（あり）　　→　③及び④について記入してください。

いいえ（なし）　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

はい（あり）

いいえ（なし）　→　以下の□にレ点を付けて、書類を提出してください。

以下の保護者等(※1)の所得及び扶養状況等を証明する書類(※2)を提出します。

（※1）保護者等に該当し所得及び扶養状況等を証明する書類を提出する対象者に、丸を付けたうえで、
　括弧内に人数をご記入ください。また、所得及び扶養状況等を証明する書類の提出ができない保護者が
　いる場合、その理由に丸を付けてください（その他を選択する場合はその内容も記載してください）。

【保護者等】親権者( 　)名・未成年後見人( 　)名・主たる生計維持者( 　)名・生徒本人

【書類を提出できない理由】
　・日本国内に住所を有していないため
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

（※2）生活保護受給証明書、令和8年度課税証明書又は非課税証明書のいずれか

○　本様式は、生徒の在留資格が【定住者・家族滞在】のいずれかの場合に、授業料軽減助成金の額の算定及び奨学給付金の給付要件の確認のため、当
該者の永住・就労継続意思等を申告いただくものとなります。生徒が日本国籍を有している場合や、生徒の在留資格が【特別永住者・永住者・日本人の
配偶者等・永住者の配偶者等・その他】の場合には、本様式の作成・提出は不要となります。

（次の該当する□にレ点を付けてください。）

生徒本人の在留資格等について、以下のとおり申告します。

Ａ 定住者

①在留期間
（満了日）

（西暦）　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

②日本国に永住する意
思の有無

永住・就労継続意思等に関する申告書

家族滞在の場合、こちらは記載不要です。

④記入例

（家族滞在・意思なし）

「②日本国で就労して定着する意思の有無」

が「いいえ（なし）」の場合、

こちらは記載不要です。

記入例では、以下のような場合を想定し

ております。

（事例）親権者は２名いるが、うち１名が

令和８年１月１日時点で海外に居住して

おり、課税証明書を提出できない


